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６月第一例会プログラム 
（並木真会長最後の例会） 

（担当：C班 山本、大久保、西嶋、並木（信）） 

日時： 2025年6月14日（土） 18：00～20：00 

会場： 北野事務所 2階大会議室 

受付：山本・西嶋 

司会：並木（信） 

・開会点鐘                会 長 

・ワイズソング              一 同 

・ワイズの信条             一 同 

・聖書朗読・開会祈祷        並木 信一 

・ゲスト・ビジター紹介         会 長 

・卓 話 「ワイズとＹＭＣＡで得られたもの（仮）」 

東日本区副書記、次期あずさ部部長、武蔵野・多摩クラブ会員  

 山口 直樹氏 

・諸報告（会長・YMCA・各担当 他） 

・スマイル                  大久保重子 

・ハッピーバースデー 

・閉会点鐘                  会 長 

 

 

 

 
 

新歓バーベキュー大会 

歓迎挨拶 
会長 並木 真 

一年生の皆様、ご入学おめで

とうございます。 

東京の方もいれば、関東の方もい

れば、そうじゃない方もいらっしゃる

でしょう。そうじゃないところから来た

方は東京だと思ってきたけれども、

都心の方もあれば、あれ東京って

こんなに遠距離？みたいなことも感じられる方もいらっし

ゃるかもわかりません。そう多摩キャンパスの方ですね。

そういった中で新しい生活が始まりますけれども、まずひ

つじぐもに、（いろんなクラブに入っていらっしゃる方も多

いと思うんですけれども）来てくれたことは、私たちワイズ

会 長   並木 真 

副会長   久保田 貞視 

書 記   小口 多津子 

会 計   長谷川 あや子 

直前会長  花輪 宗命 

担当主事  西嶋 健太 

ブリテン  山本英次 大久保重子 

 

国際会長 A.シャナヴァスカーン（インド）主題「より良い世界のために、共に」 

スローガン「立ち上がろう、そして輝こう」 

アジア太平洋地域会長 ジョウン・ウォン（台湾） 主題 「大きなインパクトを起こそう」 
  スローガン 「大胆に、信念を持って奉仕しよう」 
東日本区理事 山田 公平（宇都宮） 主題「ワイズの方向性を見極める」 

スローガン「ユースエンパワーメントをYMCAと共に」 

あずさ部部長 ピーター・マウントフォード（甲府） 主題「めあて 望み」 

八王子クラブ会長 並木 真 

  

 

  

 

 

  

 

  

 
 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

巻 頭 言 

今月の聖句（2025年 6月） 
キリストの平和があなたがたの心を支配するようにしなさい。この平和のために、あなたがたは招かれて一つの体とされたの

です。また、感謝する人になりなさい。                    （新約聖書 コロサイの信徒への手紙3:15） 
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メンズクラブにとっても非常にありがたいというか嬉しいこ

とです。 

ワイズメンズクラブは、「ワイズメンズクラブとは？」いうプリ

ントと一緒に今日のプログラムにも書いてありますけれど

も、簡単に私たち東京八王子ワイズメンズクラブのことに

ついてお話をさせていただきます。八王子ワイズメンズク

ラブというのは？1994年にクラブを発足しましたので、昨

年で30周年になりました。30年前に開学式です。ワイズ

メンズクラブってのはどういうクラブなのかなというと、

YMCAという皆さんみたいな若い人たちを育てて何か新

しいことをしようじゃないかという青少年団体・YMCAを支

えるええクラブ、それがワイズメンズクラブになります。 

日本全国にありますし世界的な組織です。 

月2回例会を持っています。第二土曜日の例会では、

いろんな人に来ていただいてお話を聞く会があります。

大きな催しとしては、3月に毎年チャリティーコンサートを

しています。それは日本地雷廃絶キャンペーンという今

世界各国、ウクライナでも戦争ありますけれども、そこでも

使われている地雷を無くそうという運動に共感をしまして

23回も開催しました。そういうチャリティーコンサートを八

王子クラブが行いました。今年は同時に能登で地震と豪

雨がありましたので、その支援と銘打ってチャリティーコン

サートをしました。また、八王子の駅前でも募金活動をし

ました。そこには今日来ていただいているひつじぐもの先

輩の人たちも来てくれて一緒に募金をしたり、コンサート

を一緒に作ってきました。本当に私たちにはありがたいこ

とです。ひつじぐもとのつながりは20年以上前に、（私は

入ってませんけれども）八王子の駅前で募金活動をして

たそうです。その時に、ひつじぐもの若い女性が来られて

YMCAの旗を抱えてやってましたんで、「あ、YMCAです

か」と声をかけていただいて、そこからひつじぐもとの交流

が始まって今に至っています。 

いろんなこういう活動を共にしながら、またワイズメンズク

ラブが国際クラブですので、年に1回AYC 2025があっ

たり、昨年は IYCという集まりがありますけれども。国際的

なワイスメンズクラブが主催をして、国際的にいろんな国

の若いユースの子たちが集まって、交流を深めるいろん

なテーマがあって、そこで交流を深める会議を毎年やっ

ています。今年はAYCと言って、アジアと太平洋地域

「アジアパシフィックエリアユースコンボケーション」で

AYCというんです。そういう人たちが今年は熊本に集まっ

て、7月30日から8月3日まで集まりがあります。現在で

は50名参加の予定で海外から25名。日本国内のそう

いう皆さんみたいな若い。学生たち25名集まって、平和

についてみんなで議論しよう、そして交流を深めようとい

う感じです。昨年は IYCって言って「インターナショナル

ニュースコミュニケーション」と言います。それは国際、も

っと広い地域の仲間たちが集まっていろんな議論をした

り、交流をしたりしました。そこには日本から5人参加しま

したけれども、その一人はひつじぐもの今三年生もう一

年、三年やるってそうですね。岩崎葵さんが行きました。

その IYCのドバイに参

加をしてきました。

ぜひ皆様もこうい

う国際的な集まり

にも興味がある

方は参加してい

ただいて、いろんな

自分の世界を広げてい

ただけたらいいなというふうに思います。これからもチー

ムの皆さんもワイスメンズクラブと繋がっていただいて、こ

のワイズメンズクラブも国際的な集まりですから具体的な

交流というか、いろんな友達を作ることができたり、人脈が

できたり、自分の可能性を広げることができる場所がワイ

ズメンズクラブとのつながりだと思います。ぜひ、例会とか

こういうコミュニケーションに参加してもらって、YMCAとか

ワイズメンズクラブにつながっていただきたいなと思いま

す。 

今日はあいにく雨ですけれどもこれ終わりましたら、ま

た楽しいプログラムをやって、外でのバーベキューで懇

親を皆さんと深めていきたいと思います。 

どうぞ今日はよろしくお願いします 

篠突く雨のバーベキュー 開会の辞 
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ひつじぐも新歓バーベキュー大会 

参加者挨拶 

 

法学部三年の石原島伶名です。ワイズの班長を務め

させていただいてます。将来は正確に決まってないんで

すけど、公務員になりたいなって考えてます。よろしくお

願いします。 

法学部三年の矢倉愛美です。ひつじぐもの児童館係

をやらせてもらっています。将来の夢は公務員です。よ

ろしくお願いします。文学部三年の松田日菜子です。白

羊会の広報を担当しています。将来の夢は地方公務員

を目指します。 

法学部三年の古川陽菜です。私も一応公務員目指し

てますが、はっきりとまだ決まってません。よろしくお願い

します。 

法学部三年の桜井未佳子です。将来の夢？まだ決ま

ってないんですが、そろそろ考えようと思ってます。よろし

くお願いしま。 

法学部二年の奥村娃季です。将来夢はアミューズメン

トパークとかテーマパークが好きなんで、そういうとこに就

職できたらなって思ってます。お願いします。 

法学部一年生の高井陽奈です。将来はまだ具体的

には決まっていないんですけど、今は公務員を目指して

います。よろしくお願いします。 

商学部一年の風間晧介です。将来は社会科の教員

を目指しております。よろしくお願いします。 

商学部一年の本郷駿です。将来は野球チームの球

団職員になると思っています。 

文学部一年の竹内七菜です。将来はあんまり決まっ

てないんですけど、東京でいいキャリアウーマンになりま

す。 

法学部一年の兵後拓人と申します。将来の夢はなん

か丸の内のワールド企業で働きたいです。 

法学部一年の矢尾板勇翔です。将来の夢は弁護士

です。お願いします。 

法学部一年の谷村紋華です。将来は法曹系で裁判

所に勤めたいなと思ってます。よろしくお願いしす。 

経済学部三年の高橋優太です。将来の夢は。そうで

すね。やっぱ公務員ですね。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

わくわくビレッジバーベキュー大会 

                                                      主催者代表 花輪宗命 

去る５月１７日（土）、わくわくビレッジで八王子クラブ恒

例のバーベキュー大会が開かれました。 当日は生憎の

雨模様でしたが、八王子クラブの担当主事で、この度わ

くわくビレッジの館長に着任した西嶋館長が機転を利か

せて、卒のない対応を取ってくれたため、和気藹々の楽

しい大会となりました。 

周知のように、八王子にはワイズメンズクラブが支援す

るYMCAがありませんが、中央大学の八王子キャンパス

に、「ひつじぐも」と称するYMCAクラブがあるので、八王

子クラブでは、この大切な子羊たちを支援することを以

て、クラブの活動の柱としています。 

「ひつじぐも」には、毎年新入生が加入してきますが、

八王子クラブでは、このところ5月の例会のメインプログラ

ムとして、わくわくビレッジで、新入生の歓迎バーベキュ

ー大会を開いてきています。例年、ひつじぐもには20数

名程度の新入生が加入しますが、本年は何と50名近くの

新入生が入ってきたとの報告が入り、（わくわくビレッジで

は、バーベキューのかまどの数の制約があるため）主催

者を慌てさせました。しかし、「ひつじぐも」代表の石原島

さんが調整してくれて、参加者を半数に絞ってくれまし

た。 

しかし、上記のように「一難去ってまた一難」当日の空

模様はぐずつき気味で、そのせいもあって、新入生の一

部にドタキャンする学生が出てきて、主催者を慌てさせま

した。 

ところが、その危機も、わくわくビレッジの新任館長：西

嶋さんが、八王子クラブのメンバーと「ひつじぐも」の学生

さんたちが打ち解けるようなゲームをしてくれて、みんな

はウキウキ・ワクワクしながらバーベキュー大会に臨みま

した。 

ワイズメンズクラブ万歳❣ YMCA万歳❣ のバーベ

キュー大会でした（^ ― ）^/ 
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特別寄稿 

新入生歓迎 BBQ例会に参加して    
 
 
   東京たんぽぽYサービスクラブ 小原史奈子さま 

  八王子クラブさんの５月例会は、高尾の森わくわくビレ

ッジにて 中央大学国際ボランティアサークルひつじぐも

の皆さんの新入生 歓迎

草刈り＆ＢＢＱです

。昨年私も参加さ

せて頂き、とても

楽し かったので

、今年もご一緒

させて頂く事にし

ました。 

例会日の ５月１７日(土）は

結構などしゃ降りの雨で、園庭のお手入れ 草刈りは残

念ながら中止。そのかわりに学生さんとの交流の時間 を

たっぷり頂けました。自己紹介に加えて将来就きたい職

業を 教えてもらい、ワイズメンバーからはこれまでの職歴

など、普段 聞いた事のない話しが聞けました。学生さん

にとって今後のヒント になったり、ワイズと良い繋りができ

ればいいな。と期待が広がり ます。 

レクリエーションでは参加者が4つのグループに分か

れ、 西嶋館長の出題するテーマに合わせグループ対抗

で競い合い。 チーム力が高まったところで野外バーベキ

ューとなりました。 私がご一緒したのは、ひつじぐもの３年

生女子二人、新入生の男女、 ワイズ二人の六人グルー

プです。 

西嶋館長から鉈の使い方を習って、 各種太さの違う

薪を用意する人、ブロックでかまどを組む人、食材 の準

備をする人と分担し手際よく進みましたが、マッチを擦っ

て 火種を薪に移す段階では経験が乏しく火が安定せず

、煙が目に沁み 多少てこずりました。かまどの上に置い

た鉄板で、野菜や肉、魚介 を焼き、締めはやきそば。焼

く人食べる人が良い具合に交代し、 雨降るなかでも野外

炊事場の軒下にかまどを組んで、なんとか 無事にＢＢＱ

を楽しむことが出来ました。食事も終わり、洗い物も 片付

いた頃にやっと雨が上がり、みんなで記念撮影をして、Ｂ

ＢＱ 例会は終了となりました。 

結構印象に残る一日になったのではない でしょうか。

新入生のみなさんがひつじぐものメンバーになって、 ワイ

ズと一緒に活動をしてくれますように。楽しみにしていま

す。 

 

雨の中のバービーキュー大会 

久保田貞視 

 

 今年も 5月 17日に高尾の森わくわくビレッジで中央大

学ひつじぐもの新入生歓迎のためのBBQ大会を開催し

ました。本来、草刈と BBQ 大会であるが、当日は生憎雨

で草刈は行わず、館内での開会式、オリエンテーション

を長めに取りました。 

ひつじぐもとの草刈は 20 年前より続けています。当初

は特養多摩シルバーハウスで行っていましたが、シルバ

ーハウスの裏山で急なところもあり、高齢化が進むワイズ

メンでは無理と判断し、2013 年から高尾の森わくわくビレ

ッジに移り、中央大学ひつじぐも新入生歓迎会として草

刈とBBQとして10年以上継続しています。 

 この日は雨の為、館内の教室でプログラム説明の後、

並木真会長から挨拶と共に東京八王子ワイズメンズクラ

ブの歴史と活動状況を簡潔に説明し、続いて、参加者

の自己紹介をしました。通常は、所属と名前だけですが

時間があり、ひつじぐもの学生からは将来夢と進路を聞

き、ワイズからは普通は話をしない学生時代から就職や

仕事の話をすることにより学生の参考になるかと語りまし

た。学生の報告から進路先は公務員志望が多いのに時

代の流れを感じました。その後、西嶋館長よりブ、レイン

ストーミングがあり、４グループに分け、BBQ会場の案内、

食材の運搬、雨の為、かまどは屋根の下に拵え、薄く割

った木を更に小さく割って火をつけ、皆で肉・野菜・焼き



《The Bulletin of The Tokyo Hachioji Y’s Men’s Club,No.360,June.2025》 
 

5 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そばを焼き、食事をしながら雑談しました。 

 最後に小雨の中、外で全員の写真を撮りました。 

今回は当初ひつじぐもからの参加希望者は５０人おり、

人数が多く対応しきれないので 25 人に絞ったか、当日

は３年生、２年生は全員参加でしたが１年生のキャンセ

ルが多く１年生は申し込み人数の半分以下となり、課題

を残し、ひつじぐも担当の石原島さんは頭を悩ませてい

ました。１年生にはこのような集まりは食材を注文済みの

こともあり申し込んだら必ず参加する必要があるという認

識が薄かったので注意するよう伝えました。しかし、参加

してくれたひつじぐもの学生は皆喜んでくれました。詳細

は実行委員長の花輪ワイズの報告を参考にしてください。 

 

掲載写真は全て並木会長が撮られました 

 

 

今月の聖句によせて（2025年6月） 
 

憎しみ、争いの絶えることがありません。私たちの内

にある、拭いようのない利己の心がそうさせるのでしょう

か。それでも、人間には、ゆるぎない信念によって、分

断、争いに抗い、和解をもたらす力があるのだ、という

ことを証しするお話があります。 

  以前にも一度このコーナーで紹介したことがあったか 

と思います。絶えることのない争いの中に、心痛む現実 

をつきつけられる日々に、あらためて思い起こすので 

す。 

 南米のアルゼンチンとチリのあいだでは、国境線をめ 

ぐっての長い間の争いの末、今にも戦争に発展しそうな 

情勢になりました。その1900年のイースターの朝のこと。 

アルゼンチンの一人の牧師は、イースターの意義、キリ 

ストの復活とキリストによる和解を強く感じて、行動を開始 

しました。両国の国境を幾度も往復し、人々に粘り強くキ 

リストの復活の意義、平和の大切さを説きました。粘り強く 

これを説く牧師の熱意はやがて多くの人々の心を動か 

し、やがて両国の間で平和条約が締結されるに至りまし 

た。軍備は大幅に撤廃され、軍需産業は平和産業に切 

り替えられました。最後に、国境でにらみ合っていた両 

国の大砲が溶かされ、青銅のキリスト像に生まれ変わりま 

した。 

1904年3月、4000ｍのアンデスの山上に建てられたキリ 

スト像の除幕式には両国民の代表が集まり、共に深い 

祈りと共に、輝くキリスト像を仰ぎ見たということです。この 

キリスト像の土台には、次のような言葉が刻まれました。 

「救い主イエスのもとで両国は永遠の平和を保つことを 

誓います。もし、この平和を破ることがあれば、この山  々

がみじんに砕けるがよい。」 ここまでたゆまぬ働きを続け 

た牧師は、次のように説教をしたということです。 

「私たちはこの記念像を、単にアルゼンチンとチリの間の 

平和のためにではなく、全世界の平和のために捧げま 

す。」  

ただ願い、祈るだけでなく、この牧師のように粘り 

強く平和を求めて行動する者でありたいとは思うのです 

が・・・。 

並木 信一 

 

 

 

 

 

  

https://www.flickr.com/photos/exfordy/128576391
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/
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ひつじぐも副委員長兼企画係代表 風間梓沙 

5 月はゴミ拾い活動を 1 回、児童館活動を 2 回、そし

て八王子ワイズメンズクラブさん主催の BBQ を行いまし

た。 

ゴミ拾いは5月11日に高幡不動駅周辺で行いました。

新入生を含めた計 17 名が参加し、暑い中ビニール袋 2

袋分のゴミを拾うことができました！ 

次に児童館活動です。今月は普段の「リーダーと遊ぼ

う」という、児童館の子どもたちと遊ぶ活動だけではなく、5

月18日に開催された「こどもみさわまつり」にも参加しまし

た！「こどもみさわまつり」とは、みさわ児童館で年に 1度

開かれるお祭りで、ひつじぐもはジェスチャーゲームを出

し物にしました。大学生がお題に沿ったジェスチャーをし

て子どもたちに答えを当ててもらい、ゲーム終了後にはミ

ニ消しゴムをプレゼントしました。カラフルなミニ消しゴム

に釣られて多くの子どもたちが参加してくれました！参加

してくれた子たちは3歳から12歳くらいの子で年齢の幅

が広かったため、その子に合ったレベルのジェスチャー

をするのが難しかったです。しかし子どもたち自身にもレ

ベルを選んでもらったり、小さい子にはヒントを出したりす

るなど工夫をして、全お客さんに楽しんでもらうことができ

ました。何度も来てくれる子が多く、楽しいお祭りにできた

と思います！  

最後に八王子ワイズメンズクラブさんが BBQ を開催し

てくださいました。高尾わくわくビレッジさんにも協力して

いただき、ひつじぐもからは16名が参加しました。雨だっ

たため当初予定していた草刈りはできませんでしたが、

代わりに並木さんからのお話をいただき、そのあとは何と

かBBQを実施することができました。薪割りから準備とい

う貴重な体験ができ、参加できてよかったという声を多く

聞きました！ ありがとうございました。 

5月は新入生の本入会が決まる月で、約50名の1年

生のひつじぐも入会が決定しました。新たなメンバーで、

今年度も幅広く楽しく活動していきます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

館長 西嶋健太     

梅雨の長雨に緑が洗われる季節となりましたが、皆様

にはお変わりなくお過ごしでしょうか。平素より高尾の森

わくわくビレッジの運営にご理解とご協力を賜り、誠に

ありがとうございます。当館周辺では、一雨ごとに新緑

が深まってまいりました。 

さて、本年度4月には当

館のスタッフに新たな仲

間を迎えております。現

在、先輩職員の指導のも

と業務を学んでおり、教

える先輩も新人とともに試

行錯誤を重ねながら、双方が着実に成長している様子

は頼もしく感じられます。私自身、若い職員たちの情熱

から日々良い刺激を受けております。 

また、去る5月17日、当館にてバーベキュー交流会を

開催いただきました。東京八王子ワイズメンズクラブの皆

様や中央大学ひつじぐもの学生の皆様にご来館いただ

き、世代を超えた貴重な交流の場となりました。こうした地

域や学生との触れ合いは、当ビレッジの活動に新たな広

がりをもたらすものと実感しており、今後もこのような交流

の機会を大切に育んでまいりたいと存じます。 

現在、高尾の森わくわくビレッジでは提供しております

様々なアクティビティのブラッシュアップをおこなっており

ます。当館で提供している体験プログラムの一つひとつ

には、YMCAの理念が息づいております。中でも、夜に

皆で火を囲むキャンプファイヤーは、参加者同士が心を

通わせ、共同体験の喜びを分かち合うYMCAならでは

の象徴的なプログラムです。先日は、そのキャンプファイ

ヤーを施設運営に携わる京王電鉄株式会社やコンサル

ティング事業者の方々にもご見学いただきました。火を

囲む参加者の笑顔と一体感に満ちた光景をご覧いただ

く中で、YMCAが当施設の運営に関わる意義を改めて

感じ取っていただけたものと嬉しく思っております。 

梅雨空の下ではございますが、間もなく訪れる夏に向

け、自然豊かな高尾の地ならではの感動を提供できま

すよう、職員一同さらなる研鑽を積んでまいる所存でござ

います。今後とも当館の活動へのご理解とご協力を賜り

ますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

ひつじぐも便り 

 

 

 

 

わくわくビレッジ便り 
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東京 YMCA便り 
担当主事 西嶋健太 

1. 5月末を期限にミャンマー緊急支援募金を実施してい
る。寄せられた募金はミャンマーのネピドーＹＭＣＡに送
金を予定している。これまでに下記の通り街頭募金を実
施した。 

  ・4月17日 高田馬場駅周辺 参加者：38名  
募金額：116,816円 

  ・4月22日 東陽町駅前 参加者：71名 
 募金額：87,324円 

  ・5月16日 東京駅前 参加者：14名 
 募金額：62,648円 

2. 5月24日、「第22回東京ＹＭＣＡ会員大会」が開催さ
れ、山手センターに88名が集い、5名がオンライン配信
を視聴した。開会礼拝に続き、蒔田敏雄会員部運営委
員長の挨拶で第二部を開会。星野太郎総主事から東京
ＹＭＣＡの活動報告があり、2025年度の会員部運営委員
が推挙された。また吉田明弘氏と香取良和氏が名誉会
員に推挙された他、会員部運営委員や震災復興タスク
委員長を歴任された小原武夫氏に「Volunteer of the year」
の感謝状が贈られた。特に活躍した4名のユースリーダ
ーが「Youth Volunteer of the year」として表彰を受けた。第三
部では、中期計画策定委員長の上田晶平氏と各委員よ
り中期計画「TOKYO YMCA VISION 150」についての報告
があった。第四部では、クラウドファンディング等の報告に
加え、レクリエーションやキャンプソングを楽しんだ。会場
では、能登半島地震・豪雨被災者支援のための物産販
売を行った。 

3. 6月3日より、夏季キャンプ・スクール受付を開始する。水
泳、英語、リトミック、キャンプなどの各種プログラムを準備
している。今回もフレンドシップファンドを活用し、経済的
に困難なご家庭には所得に応じて参加費を援助する。 

4. 大阪で開催される「ＹＭＣＡ世界大都市会議」に合わせ、
6月下旬から7月上旬にかけて海外ＹＭＣＡの関係者が
東京ＹＭＣＡを訪問予定。 

  ・ラテンアメリカ＆カリブＹＭＣＡ Karla Rosado Lopez氏  
  ・世界ＹＭＣＡ同盟 Carlos Sanvee総主事 
  ・世界ＹＭＣＡ同盟 Razvan-Victor Sassu氏（Vision2030推進責

任者） 
  ・ニュージーランドセントラルＹＭＣＡ Anthony de Rose総主事 
  ・ウクライナＹＭＣＡ Viktor Serbulov総主事 
  ・サンパウロＹＭＣＡ Christina総主事 
  ・フィラデルフィアＹＭＣＡ Shaun Elliott総主事 
  ・アメリカＹＭＣＡ Tom Valentine氏  

・アジア・太平洋ＹＭＣＡ同盟 Nam Boo Won氏 
5. 今後の主な行事予定 
 ・「早天祈祷会」6月2日（山手センター／オンライン） 奨励：

鈴木功男氏 
・「ウォーターセーフティーデー」6月22日（東陽町・山手）6
月29日（御殿山） 

 ・「ＹＭＣＡ世界大都市会議」6月29日～7月3日（大阪） 
 ・「ＹＭＣＡサッカー交流キャンプ」7月27日～8月5日（サン
パウロＹＭＣＡ） 
 ・「キッズワールドカップ in韓国」8月8～12日（ソウルＹＭＣＡ
ダラグォンキャンプ場） 
 ・「外国にルーツのある子どもたちのサマーキャンプ」8月22
日～8月24日（山中湖センター） 

 

2025年第3回あずさ部評議会・報告 

                             

日時：2025／5／10（土） 場所：富士吉田青少年センター

赤い屋根  ホスト：富士五湖ワイズメンズクラブ     

出席者数：45 名【東京八王子クラブ出席者・並木 真会

長、久保田、長谷川、小口（４名）】 
「議事内容」 

 今年度3回目の評議会は、殆どの内容は次年度（2025

～2026年）、7月からの活動方針が中心に、 

議事が進みその活動方針への承認が主でした。 

次期部長の山口直樹ワイズ（東京武蔵野多摩クラブ）の

活動方針の主なものは、 

基本は、主題を「垣根を低くし、活発な活動を」にそって、 

＊各クラブ活動の活性化で、部による情報共有強化。 

＊従来の事業主査を置かない → 各事業委員会には

意欲と関心のあるメンバーを推薦し置く。 

＊クラブとの連携を強化するため、会長会の話し合い

は、ZOOMで実施する、年4～6回。 

クラブ間の情報共有と交流の活性化を図る。 

＊「あずさの集い」として、評議会と同時に実施するとか、

部会をなくしその替わりにする。 

＊評議会を年2回にする。（7月、4月）あずさの集いも

出来たら同時開催。 

1回目・・2025年7月26日（土） 

ホスト、東京サンライズ、場所、山手センター 

主な議題は、前年度の活動報告、会計決算報告。 

2回目・・2026年4月18日（土） 

ホスト・東京八王子、場所・わくわくビレッジ（予定） 

主な議題は、次年度体制と活動計画、予算など。 

＊各クラブの行事への部として、関わりを深める（CS活

動の活性化） 

 あずさ部はどのクラブも大きなプログラムを持っている、

富士五湖のフライディングディスク大会、甲府21のベビ

カーコンサート、松本の留学生作文コンテストのアジア

賞、甲府やまなみクラブのやまなしグローバルフェスタ。

などの事業に合わせてそれを皆で応援することを集いの

目的としたい。 

＊ 部報の簡素化。→ 部報は印刷物ではなく原則メー

ル配信にする。 

＊部事務局作業の簡素化。 

 ・前期、後期の半年報（会員の動向、入、退会報告）

は、クラブから直接、区事務所へ報告。 

 ・会計の各種献金は、クラブから直接区に送金する。 

 以下に、予算関係。 

次年度から区からの補助金がなくなることへの対応。 
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＊ 区から以下がなくなるので、部からの補助金も減額

になる。 

 ・評議会参加者の交通費補助の減額 

（3000円→2000円、2000円→1000円に） 

・部役員活動補助金の減額（部長の7万→5万、 

他は廃止） 

・担当主事の補助金の廃止で、各部にお願いする。

＊区としては、CSやユース活動、EMCへの補助金は 

 充実させるので、あずさ部CS補助金は、従来どおり 

続ける。 

以上、 小口多津子（書記） 

 

５月クラブの例会報告   小口 多津子（書記） 

ひつじぐも新入生歓迎草刈・BBQ（５月第一例会） 

日時：２０２４年５月１７日（土）10時～ｐｍ2時 

場所：高尾の森わくわくビレッジ、教室・野外炊事場 

参加者（敬称略）：ビジター 小原史奈子（東京たんぽ

ぽ）  ひつじぐも：石原島、矢倉、高橋、松田、古川、上野

（以上3年生）、桜井、奥村（2年生）、高井、風間、本

郷、竹内、文珠、兵後、矢尾、谷村、（以上1年生） 

クラブ：  稲葉、長谷川、小口、花輪、久保田、並木

（真）、並木（信一）、 並木（雍子）、西嶋、大久保、山本、   

総勢28名 

10時より4階教室で開会式、司会の久保田さんがこの

BBQの例会の意味、歴史など説明、 

並木会長の挨拶（新入生へ東京八王子クラブの歴史と

説明）  参加者の1人ずつの自己紹介（ひつじぐもには

将来の仕事の夢など） 

館長の西嶋さんからの会場の説明。 

10時半から、雨天のため、草取り中止、西嶋さんの指導

によりグループ分けでA,B,C,Dの輪を作ってアイスブレ

ーキング。 

11時半より、各自で道具や、食材運び、会場の野外炊

事場。4グループでBBQの開始、昼食。 

13：30から片付け、14時に閉会式（並木会長の総評な

ど）  その後、ひつじぐも解散。 

閉会後に教室でクラブ第二例会。 

５月第二例会報告 

 場所：わくわくビレッジ教室、出席者：並木会長、久保

田、花輪、長谷川、稲葉、西嶋、小口。 

 ＜話し合い内容＞ 

  ・並木会長・・ 

*募集が始まった「アジア太平洋地域AYC参加者募集」

の説明と募集の仕方。締め切りが6月13日。八王子クラ

ブでは、ひつじぐもへの呼びかけを窓口を久保田さんか

ら。八王子予算は、1人2万円、他にあずさ部からの支

援。 

今年は、開催場所が熊本。登録費用の4万azusabu 円

は、ワイズ東日本区と、国際協会の方から助成金が出

る。東日本区からは12名募集。 

応募条件・・英語力、クラブでの報告、ユース活動に参加

しているか、事前説明会に出席などで、ひつじぐもはほ

ぼクリアしている。 

*今後の予定 

6月例会（6月14日）C班。卓話者：山口直樹ワイズ（次

期あずさ部部長） 

 

 
卓話者 山口直樹さんのプロフィール 
 1951年３月生まれ。青山学院大学理工学部卒。大学

在学中、東京YMCA目黒ブランチにてユースボランティ

アリーダーとして活躍。卒後、東京YMCAの主事となり、

中央ブランチ・武蔵野ブランチスタッフ、国際ホテル専門

学校学務、東京YMCA医療福祉専門学校校長等歴

任。東京YMCAの他、横浜ＹＭＣＡ予備校、とちぎ

YMCA特別養護老人ホームマイホーム清原施設長等も

歴任。公私団体機関では、国立市教育委員（長）、国立

市社会福祉協議会監事、東京多摩いのちの電話理事、

（社福）バット博士記念ホーム職員、（社福）東京家庭学

校理事、（宗）城西教会幼稚園監事など歴任。 

 ワイズメンズクラブでは、1978年・武蔵野クラブ担当主

事、1997年宇都宮東クラブ、2002年より武蔵野多摩クラ

ブにて会長数回、東日本区では宮内理事の時、副書

記、山田理事の現副書記、LT委員長。次期あずさ部

長。 

 奥様の千賀子さんも元東京YMCAスタッフで武蔵野

YMCAで職場を共にしていた。 

（並木信一記） 

 

6月7，8日・・東日本区大会（宇都宮）参加者・並木会

長、久保田、長谷川、 

・長谷川次年度会長・7月からの行事 

・7月キックオフ例会B班（7月12日）卓話・・・会長方針・ 

ひつじぐも委員長のお話。 

・8月直前会長感謝会C班（8月9日）昨年と同じ、居酒

屋北海道。 

・12月クリスマス例会の会場のこと。今年は変更できない

か。 

・2026年4月評議会が、八王子がホスト。会場はわくわく

ビレッジ、4月18日。 

以上 
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先月の例会ポイント （５月） 
在籍           11名         切手               計    0g 

メン              10名        現金                          0円 

メーキャップ       0名        累計                     0円 

出席率        90％            スマイル            1,000円 

メネット           1名           累計         101，300円 

ゲスト             0名            オークション             0円 

ビジター          1名            累計                    0円 

ひつつじぐも      16名              

 

 

第22回東京YMCA会員大会を終えて 

                         小口多津子 

5月24日の山手コミュニティセンター（高田馬場）を会

場に開催されました。会員とボランティアの皆さん総勢93

名の参加でした。 

この会員大会は年に一度、5月にもたれ東京YMCA

の会員が、職員ともども一堂に集まる交流会です。 

大会の内容は、この4月から新総主事になられた星

野太郎氏による東京YMCAの1年間の活動報告、名誉

会員の表彰式、ボランティアの委嘱、そして、メインのプロ

グラムは、「YMCAの中期計画の概要を聞く」の中間報

告でした。 

今年の大会では、会員部委員を代表して、並木 真さ

んが総合司会を見事に担われました。 

この日の一番の話題は、報告会でもある未来へ向け

た、「東京YMCAビジョン150」の中身でした。 

評議員上田晶平氏が東京YMCAの方針を伝えるべく

「2030年の東京YMCAを見据えた中期計画」の概略を

説明し、その進捗情報としての発表が各セクションの委

員からの途中経過が説明されました。 

なんと、2030年は東京YMCA創立150年にあたりま

す、もう次の世代か！ですが、その土台作りは今なので

すね。その土台作りは上田委員長と11名からなる委員、

しかも若手の幅広い分野の方がたで構成されていまし

た。 

基礎固めの目標として、計画を立ち上げることで、一

番に気を付けているのは、その中間の3年目での到達

目標を決めて、重点的に取り組むことをピックアップし

て、その報告を必ず中間でするということ。 

構成は、管理職だけでなく、事業内のあらゆるスタッフと

共に、現場を中心に計画を進めていくということでした。 

そして、150年へ今から続く目標が示され、東京ＹＭＣＡ

が「私たちの願い」として、それに5つの行動指針を掲げ

ました。 

ユースが輝く場をつくる。 地域と共に歩む。 多様性の

ある場を大切にする。子供の未来のために環境を守る。 

活動の基盤となる組織を強くする。 

聞いていて全て、この5つの課題は、ワイズにも共通す

ることと頷きました。 

最後の時間は、この1年間の感謝報告があり、種々の

支援金、クラウドファンディングの報告がありました。全て

の寄付が大幅に予定を上回る金額でしたのは驚きでし

た。クラウドファンディングという形式を取り入れてから、全

くYMCAに関心のなかった方々からの沢山の応援メッセ

ージや、寄付が多かったことが報告されて、この先に社

会に溶け込んでいくＹＭＣＡの姿が想像されました。 

八王子クラブからの出席者は、久保田さん、並木（真）

さん、長谷川さん、小口で、集合写真のあと、4時に閉会

しました。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

六月にご誕生されたメンバーは 

おりません！ 

東京YMCA会員大会 並木会長の司会の基に 


